
ⅠⅠⅠⅠ 柏の在宅医療ブックレットを作成しました ※※※※冊子を添付しています

■ステッカーの配布（第2弾）
日焼け防止対策が強化されたステッカーシール（750枚）を順次配布しています

■画像データの配布
柏市公式ホームページで入手可能（無料）です ★[柏 在宅医療ステッカー]で検索
使用ルールやマナーを守り、ポスターやチラシ等の制作物にご活用ください

ⅡⅡⅡⅡ 柏の在宅医療ステッカーを追加配布します

在宅医療の⾒える化 資料５

狙い・目的

〇⼈⽣最期までの⽇々をイメージすることができ，療養場所として⾃宅（施
設を含む）という選択肢があること，在宅医療というサービスがあること，
柏市の在宅医療の取り組みを知るきっかけとなる

〇⼈⽣の最期について，⼤切な⼈と話すきっかけとなる（ACPの啓発）
〇⼈⽣最期の療養場所などの意向を確認する前段の資料として活用できる（のぞみ

ノートにつなぐ）

ターゲット
〇今は健康であると⾃覚しているが，年齢を重ねて，⾃分⾃⾝の⼈⽣や死について
考え始めた方

〇療養場所として，⾃宅という選択肢を考え始めた方

コンセプト

〇⾝近で手軽に読めるもの
〇読者に問いかける内容
〇誰にでも訪れる最期の時「死」を，優（易）しく表現
〇やわらかいタッチの挿絵を用いて，重いテーマを和らげる
〇本⼈の意向を尊重した選択を助けるもの

■制作に御協力いただき，ありがとうございました
アドバイザー 柏市医師会 織田暁寿先生

柏市訪問看護ステーション連絡会 片岡幸恵氏
柏市介護サービス事業者協議会 阿部富士子氏
NPO法人千葉県東葛地区・生と死を考える会「遺族のためのグリーフケア」 麻生貞雄氏

＜掲載内容＞全16頁（表紙・裏表紙含む）
・⼈⽣最期まで“⾃宅”で暮らすということ‐在宅医療とは‐

体験談「⾃宅にて家族全員で看取った⽗の最期」
・“施設“で暮らすという選択

体験談「施設で迎えた⺟の最期」
・⼈⽣最期までの⽇々で心配なこと

①⾝体と心の変化 ②家族の負担 ③残される家族のこと
・⼈⽣最期の時のことを，⼤切な⼈と話していますか︖
・柏市での在宅医療の取り組み

在宅医療の相談窓⼝「柏地域医療連携センター」紹介

＜配布方法＞
柏市公式ホームページよりダウンロード可（＊3/5時点準備中）
その他，印刷したものを市内各所で配布予定


